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シン ポジ ウム

Perception of Biological Motion

開催日 2007年10月17日

企画班 脳と進化班

企画者 渡辺茂,山本絵里子

講演者  Nikolaus Troje(Queen's University). Masahiro Hirai(National Institute

for Physiological Sciences).Naoko Kikuchi(Keio University).Msasami

Yamaguchi(Chuo University).Eriko Ymamoto(Keio University)

 平 成19年10月17}=1(水 〉、慶應 義塾大学1.三田.東%ﾎ'.

G-SEC 6階 において、"G/oba/COE symposium on

Perception of Biological Mo/.ion"が 開催 された。

¥�olaus. F. Troje先 生(ク イー ンズ大学)が1.1本

学 術振 興 会招 聰研究 者 として慶應 義塾 大学 を訪問

するにあた り、本シンポジウムは企ioqされ た。現在、

心理学 の分野 において、 バイオロジカルモーション

は、その知覚研究 のみならず、社会的認知機能や.社

.会的認知機能を担 う神経機構 を検討す るために広 く

使用 されている。そこで、本 シンポジウムでは、バ

イオロジカルモーシ ョンについて、.多角的側.面か ら

議論 することを1i的 とした,、塾外 か ら、 Nikolaus.

F.Troje先 生(ク イー ンズ大学、 u本 学術振興会招

聰研究者)、 平 井真洋先生(自 然科学研究機構生理

学研究所)、 そ して、 山1.1真 美 先生(中 央大学 ・科

学技 術振 興 機構 さきがけ)を 講演.者 として招鰐 し

た。 また、塾内か らは菊池菜穂子(慶應 義塾大学)、

山本絵.里子(慶應 義塾 大 学)が 講:演 を行 なった。

本 シンポ ジウムは、 バ イオロジカルモー ション知覚

について、心 理学 、 コンビュー タサ イエンス、そ し

て、脳機能研究 などの様 々な視点か ら議論する機会

とな り、大変意義深 いものであった。

                  (lll本糸会11子一)
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